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木田金次郎美術館☎ 0135-63-2221
開館 20 周年記念特別展示　

木田金次郎と「絵の町・岩内」
開催中・11 月 3 日（月・祝）まで

開館 20 周年記念特別展示　
夕張市美術館コレクション展

　9月 13 日（土）～ 10 月 26 日（日）
美術館講座「絵の町・夕張について」
講師：夕張市美術館元館長上木和正氏

9月 13 日（土）
木田金次郎誕生祭　7月 12 日（土）
西村計雄記念美術館☎ 0135-72-2525

夏から秋の展覧会
「西村計雄の世界遺産めぐり」

没後 10 年「わたしの山岸さん」展
　会期：10 月 13 日（月）まで
荒井記念美術館☎ 0135-63-1111

ピカソ特別展「ピカソ大百科」開催中
■有島記念館　☎ 0135-44-3245
「夕張市美術館コレクション展」

会期：9 月 7日（日）まで

海と山と田園と －ミュージアムロード情報－

開館時間は 9時～ 17 時

（入館は 16 時 30 分）

9月の休館日 2,9,16,24,30 日

展覧会のお知らせ

　夏から秋へ、明快な光のコントラストから、どこかノスタルジックな

淡い色合いへと草木のいろどりも移りゆく 9月。美術館には個性豊かな

作品が集いました。
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常設展示

企画展示
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。
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８
月
２
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３
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祭
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携
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良
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思
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な
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祭
り
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開
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き
た
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で
は
な
い
か
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い
ま
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祭
り
に
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わ
ら
れ
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に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
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げ
ま
す
。

　

さ
て
、
９
月
に
な
り
、
い
よ
い
よ
収
穫
期
に
入
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今
年
は
不
安
定
な
天
候
が
続
き
、
生
育

が
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配
さ
れ
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お
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ま
し
た
が
、
何
と
か
収
穫
の

時
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迎
え
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ま
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に
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豊
穣
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祈
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ま
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今
月
の
29
日
に
は
、
姉
妹
都
市
サ
ン
モ
リ
ッ
ツ

へ
２
名
の
中
高
生
が
学
生
交
流
の
一
環
と
し
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短

期
留
学
し
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姉
妹
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短
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間
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あ
り
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知
安
町
の
代
表
と
し
て
、

実
り
多
き
留
学
と
な
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だ
き
た

い
と
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。

　

ま
た
、
町
内
10
カ
所
の
会
場
で
行
う
ま
ち
づ
く
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懇
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会
も
、
９
月
末
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り
始
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。
住
民

の
皆
さ
ま
の
ご
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見
を
い
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だ
く
貴
重
な
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会
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な
り
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す
の
で
、
一
人
で
も
多
く
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方
に
ご
参
加

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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フリーマーケット開催
■日時／ 9月 20 日（土）10 時～ 14 時（雨天中止）

■場所／倶知安風土館側前庭（アプローチ）周囲

ロビー展示

ミュージアムコンサート『音楽とワインの夕べ』

常設展示

「小川原脩 童話の光景　アニマルワールド」9月 29 日（月）まで

　馬・犬・おおはくちょう、小川原脩が馴染んだ動物たち。小川原作品に

登場する動物たちの、豊かな表情や温かな眼差しをどうぞご覧ください。

「小川原脩　定番作品展」

　会期：10 月 4 日（土）～ 11 月 24 日（月・祝）

企画展示

「第 56 回麓彩会展」

　この土地の芸術文化の一翼を担ってきた麓彩会。56 回目を数える今

年も、個性豊かな作品が揃いました。9月 29 日（月）まで

「羽山　雅愉　展」

　会期：10 月 4 日（土）～ 11 月 24 日（月・祝）

ロビー展示　※観覧無料

　北口さつき「Four Seasons 秋」9月 20 日（土）～ 10 月 26 日（日）

　春・夏につづいて、北口さつきさんの作品がロビーを彩ります。
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土曜サロン　　

9月 13 日（土）　「自然を愛する画家たち～ミレーとバルビゾン派」

14 時～ 15 時　

9 月 27 日（土）　ミュージアムシネマ 2「ようこそ、アムステルダム国

立美術館へ」（2008 年、オランダ）14 時～ 16 時

いずれも　講師：当館館長 柴 勤　会場：美術館映像ルーム（聴講無料）

ミュージアムコンサート『音楽とワインの夕べ』 （友の会主催）

日時：9月 6日（土）18 時 30 分から 

場所：小川原脩記念美術館　倶知安町北 6条東 7丁目 1 

出演：柴　瑞穂さん（ピアノ） 

料金：一般 1,300 円、友の会会員 1,000 円

　皆さんそれぞれが思い描く「ふるさとの風景」を、自由に描いてくださ

い。たくさんの作品をお待ちしています。

応募期間：9月 19 日（金）まで（締め切り必着）

応募資格：小樽市を除いた後志管内の小学生

応募の決まり：四つ切画用紙に水彩かクレヨンで描かれた未発表作品を応

募してください。応募はひとり 1作品までとします。

お問い合わせ：小川原脩記念美術館（☎ 0136-21-4141）

第7回小川原脩記念美術館絵画コンクール　「ふるさとを描こう」「 る

締
しめきり

切せまる！



広報くっちゃん ミュージアム通信

―危険な隣人― 378 回

　身近な生きものの中で、我々と最もトラブルが多いのはスズメバチの仲間だろう。参考になるかちょっと疑

問だが、個人的な体験を述べたい。

　小学５年の夏、スズメバチは敵だと確信し、巣を見つけると必ず手を出すことを決めた。その結果として刺

された。ショック症状で死ぬ可能性があることなど知らず、繰り返し手を出しては繰り返し刺された。多くは

キイロスズメだった。周囲に巣が多かったからである。修学旅行の前日に、友人宅の軒先にぶら下がった巣を

物干し竿で突き刺してアタマのテッペンを刺されたのは忘れ難い。この時、家族は同情すらしてくれなかった。

その他、モンスズメ、コガタスズメ、そしてオオスズメにも刺された。日本産の種で刺されていないのは超稀

種のチャイロスズメと南西諸島に分布するツマグロスズメだけというのは残念なのか幸運なのか。

　スズメバチは型にはまった攻撃行動をとる。巣に近づかない限りスズメバチは攻撃してこない。巣に近づく

と、警戒した個体が大アゴを噛み鳴らしながらこちらの身体の周りを飛び回る。そのまま遠ざからないでいる

『子供と馬』

1967 年　小川原　脩　画

　「小学校へ入りたての頃であったろう。馬に噛まれた

記憶を持っている。小さな小学校の大きな校庭の片隅の

桜の木につないであった馬に、むしりとってきた草を喰

わせようと考えたらしい。近づいたとたんに頬っぺた

を噛まれてしまい大さわぎになってしまった。それ以

来、私は馬に対して畏敬の念をいだくようになった。…」

1972 年に書かれた小川原による草稿には、このような

『事件』が記されている。

　1960 年代の赤・黄・緑の強い色彩に、デフォルメさ

れた馬をモティーフとした一連の作品群のひとつであ

る。歯をむき出しにした馬と、あっと驚くような表情の

子どもが顔を寄せ合っている。この作品をみると、前述

の一件を思い起こしてしまう。

　「不用意に近づいてしまうと大けがをする、それは動

物に限らないことだ」という戒めの言葉を続けた小川原。

しかし、シリアスがユーモアに転じたような印象を受け

る作品である。
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と、毒液を顔面にひっかけてくる。これが目に入るとけっこうしみる。

さらに近寄ると刺してくる。体験では、大きい種ほど攻撃性が高く、か

つ刺傷の痛みは強くて治るのに日数を要する。

　刺傷の程度は人によって大きく異なる。ある友人は、初めて刺された

とき（種不明）、直ぐに目の前が真っ暗になり、救急車で運ばれたという。

私の場合、キイロスズメ（北海道ではケブカスズメ）やモンスズメだと、

放置しても痛みは 10 分程度で治まり、1 日で腫れが引くが、オオスズ

メでは痛みと苦しみが二週間近く続いた。これは実に深く身にしみた。

　誰も刺されたくはないだろう。まず、巣に近づかないこと。しかし刺

されたら、できるだけ早く医者にかかること。それが愚かな体験から得

た鉄則である。


